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佐谷 教育部長
　限りある財源の中で、まずは普
通教室を優先して設置したことから、理科室や音楽
室などの特別教室についてはエアコンの設置が遅れ
ている状況です。今後は、各学校の特別教室へのエ
アコン設置を優先して進めていく予定です。快適な
環境で学習に取り組むことができるよう、引き続き
計画的に整備していきます。

稲川 教育長
　茨城県でも部活動の地域移行への取り組みがスタ
ートし、今後、県の指導者バンクも整備されていく
予定です。市においても桜川市地域部活動検討委員
会を立ち上げ、近隣の市町やスポーツ関係団体とも
連携しながら、桜川市にあった形で地域移行への取
り組みを進めていく予定です。

　

８
月
４
日
、
市
役
所
岩
瀬
庁
舎

の
市
議
会
議
場
で
、
市
内
５
つ
の

中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
（
後
期

課
程
）
の
生
徒
が
参
加
し
た
「
桜

川
市
中
学
生
議
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
学
生
た
ち
が
自
分

の
住
む
ま
ち
を
知
り
、
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く

り
や
市
政
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、
市
と
市
教
育
委
員
会

が
主
催
し
、
市
議
会
、
岩
瀬
・
常

陸
大
和
・
真
壁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
生
徒
た
ち
の
な
か
か

ら
１
名
が
議
長
・
15
名
が
議
員
を

務
め
、
市
議
会
と
同
じ
よ
う
に
議

事
を
進
め
、
市
長
を
は
じ
め
市
執

行
部
に
質
問
や
提
言
な
ど
を
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
質
疑
応
答
の
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
（
順
不
同
）。
な
お
、

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
を
一
部
省

略
し
て
い
ま
す
。

秋山 総合戦略部長 園田 総務部長 柴山 市長公室長藤田 市民生活部長小幡 保健福祉部長

佐谷 教育部長 田口 会計管理者 島田 上下水道部長 五十嵐 建設部長 佐伯 経済部長

稲川 教育長 石川 副市長 大塚 市長

中学生議会で議長や議員を務めた 16 名の生徒と主催・共催者の皆さん中学生議会で議長や議員を務めた 16 名の生徒と主催・共催者の皆さん

小幡 保健福祉部長
　市では、障がいを抱えながら働くことを目指して
いる方に訓練の場を提供する「就労移行支援」や、
一般企業などで働くことが困難な方に対し、就労の
機会を提供しています。また、知識や能力向上のた
めの訓練を行う「就労継続支援Ａ型・Ｂ型」などの
サービスを利用するための支援を行っています。

大塚 市長
　市では旧岩瀬中央公民館の跡地
に３階建ての複合施設の建設を進めています。複合
施設は、図書館と公民館を融合し、様々な学びに対
応できる総合的な学習拠点となる予定です。また、
市役所の支所機能が備わり、窓口で市民サービスを
受けることができます。現在、令和６年 11月の開
館を目指して工事を進めています。

藤田 市民生活部長
　市では地区の区長さんからの要

望による、防犯灯の設置を行っています。ご質問の
山道につきましては、現地を確認したうえで地区の
区長さんに相談するなどしたいと考えています。今
後も不安に思う場所がありましたら、ご家族や先生
にお伝えいただき、区長さんなどを通して市に要望
いただくようお願いします。

島田 上下水道部長
　市の認知度の向上や観光客の
増加を目的として、今年３月に
「るるぶ特別編集桜川市」を作成しました。また、広
報紙面だけでなくインターネット媒体での情報発信
を定期的に行い、広く周知しています。加えて、新
たな取り組みとして総合アウトドアメーカー監修の
もと、筑波高原キャンプ場の再整備を進めています。

園田 総務部長
　ヘルメット着用を推進するため、高校生には学校
を通して着用をお願いし、大人の方には市ホームペ
ージを活用して着用を働きかけております。皆さん
は、高校生・大人になっても、ヘルメットの着用を
続けてください。そのことがよいお手本となり、社
会に好影響を与えてくれます。

岩瀬東中
飯
い い つ か

塚 大
だ い ち

地 議員
岩瀬西中
倉
く ら た

田 桃
も も か

花 議員

桃山学園
柴
し ば や ま

山 桂
け い す け

輔 議員

　障がいのある人たちが安心して
幸せに暮らせることは大切なこと
だと思います。桜川市では、障が
いのある人たちが仕事ができる環
境を整えるためにしていることは
ありますか。

 桜川市に大きな図書館があれば、
たくさんの本を読んだり、集中し
て受験勉強をしたりすることがで
きます。新図書館建設の予定につ
いて、教えてください。

　桜川市には、観光名所がたくさ
んあると思います。観光客を増や
すために、力を入れていることを
教えてください。

桃山学園
加
か と う

藤 紗
さ ら

來 議員
桃山学園
塚
つ か だ

田 花
か な

奈 議員

　友達が冬になると「帰り道が暗
くて怖い」と言いながら帰ってい
ます。山道を通るのですが、街灯
などを増やす予定はありますか。

　自転車に乗るときにヘルメット
着用が義務化されましたが、高校
生や大人の人は着けていないよう
に思います。対策などは何かあり
ますか。また、その対策で私たち
にできそうなことはありますか。岩瀬東中

穐
あ き や ま

山 永
と わ

果 議員
岩瀬東中

飯
い い じ ま

嶋 星
せ い ら

空 議員

　他の市町村では、徐々に部活動
の地域移行が進んでいる印象があ
ります。桜川市でも人材バンクの
活用や予算を確保するなどして地
域移行を進めることができるかど
うかについて教えてください。

学校では冷暖房設備が完全には整
っていません。整備してもらうま
での過程や目処があれば教えてく
ださい。

特 集 中 学 生 議 会

中学生議会中学生議会開催開催

私
た
ち
が
議
員
の
皆
さ
ん
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

私
た
ち
が
議
員
の
皆
さ
ん
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

議長を務めた
桜川中の宇

う だ

田和
かずひろ

広さん
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【人口】 36,937 人 （ー 26）
【 男 】 18,339 人 （ー 12）
【 女 】 18,598 人 （ー 14）
【世帯】 13,526 世帯（＋ 15）
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常住人口
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✿ 表　紙

市政に届け
� わたしたちの声

　市役所岩瀬庁舎の市議会議場
で、桜川市中学生議会が行われ
ました。
　表紙は、市議会本会議さなが
らに行われた議会の中で、真剣
な表情で市政についての質問や
提言を行った生徒たちを撮影した
ものです。

市政に届け　わたしたちの声

✿ 桜川市の人口と世帯
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　あいさつをしても返事がなかっ
たり、ポイ捨てをする人がいます。
私たち中学生はルールを守ってい
るのに、守らない大人がいます。
そういった問題はどうやって解決
していくのか教えてください。

　自由に遊べたり、学べたりする
施設を作ってほしいです。そこで、
芝生の公園や小さなビオトープを
作るなど、市民が散歩できるよう
な公園を新たに整備してもらうこ
とはできませんか。

　桜川市が作成した「るるぶ」を
見たときに、桜川市には私たちの
知らないたくさんの魅力があるこ
とに気が付きました。SNS をも
っと活用して、桜川市の魅力を発
信するのはどうですか。

　近隣の市町村には偉人の記念館
や美術館があるのですが、桜川市
にはありません。桜川市の伝統や
文化に触れる機会を増やすことは
できないか教えてください。

　令和３年４月、私たちの学区に
「加波山市場」という地元の農産
物や特産物が取り扱われる施設が
できました。この先の規模拡大や、
集客につながるような取り組みの
見通しについて教えてください。

　現在、土浦市はサイクリング環
境を活用しながら、自転車のまち
づくりを進めています。桜川市を
通るりんりんロードを中心に、桜
川市もまちづくりの起点にできな
いでしょうか。

　私たちが住む地域では空家をよ
く目にします。倒壊の危険を考え、
取り壊している地域もあるようで
すが、市ではどのような対策をし
ているのか教えてください。

　近年、桜川市では人口が減少し
続けているというデータを目にし
ました。改善のためにさらなる子
育て支援の拡充を提案します。ま
た「桜川市就職お祝い金」をお渡
しするのはどうでしょうか。

稲川 教育長
　企画展示や公民館講座などを通
じて伝統文化を紹介するとともに、桜川市伝統民俗
芸能連絡協議会を支援して「伝統民俗芸能のつどい」
を開催していますが、さらに積極的な支援を行いた
いと思います。また、学校教育においては総合的な
学習の時間を活用し、伝統文化に触れていただくき
っかけづくりを進めます。

田口 会計管理者
　市では皆さんの学校に伺い「あいさつ運動」を行
っていますが、あいさつの大切さを大人の方にも再
認識していただきたく啓発活動を実施しています。
また、ゴミのポイ捨てに対しては「桜川市を美しく
する環境条例」を制定し、そのなかでごみ捨ての禁
止などを定めています。

柴山 市長公室長
　日本全国に６か所しかない国指
定のナショナルサイクルルートの一つである「つく
ば霞ヶ浦りんりんロード」をまちづくりの起点にす
ることは、地域活性化の有効な手段と考えます。サ
イクリストが利用しやすい走行環境を整備するなど、
りんりんロードを最大限に活用しつつ、市の観光振
興につなげていきます。

佐谷 教育部長
　現在、市では都市公園や、その他公園などを設置
しています。今後は公園施設内での学習や体験が可
能な、ビオトープのアイデアなども含め、市民の皆
様からのご意見を、公園施設に反映させながら、適
正に維持管理し、市民の皆様に安心・安全に施設を利
用していただけるよう公園運営を進めていきます。

秋山 総合戦略部長
　イベントや夏まつりを開催するなど、様々な企画
に取り組んできており、引き続きこれらの取り組み
のほか、SNS を使った PRに努めていきます。規模
拡大については、地元の生産者や事業者への支援の
強化に取り組み、ふるさと納税への商品の増大や、
新たな販売先の開拓を進めていきます。

五十嵐 建設部長
　市では、倒壊のおそれがある空家については、所
有者に適正な管理を促すとともに、法律に基づき「特
定空家」に認定し対応することにしています。また、
空家になった場合には、早めに市の空家バンクに登
録していただき、危険な空家を少しでも減らすこと
ができるよう、働きかけを行っていきます。

石川 副市長
　子育て世帯の支援では、出産・
小学校・中学校入学時のお祝い金として、計 30万
円の給付を昨年度末から開始し、今年度からは「子
育て 3step 応援金」として実施しています。ご提案
いただいた「桜川市就職お祝い金」については、人
口減少の割合が高い若者向け対策として有効な取り
組みであると考えます。

佐伯 経済部長
　市では現在、LINE、facebook、X（旧 twitter）、
YouTube などの SNS を活用するのに加えて、桜川
市観光協会のアカウントからも、情報や魅力を発信
しています。市としては、一定の登録者数確保に向け、
各 SNSや広告を活用するなど、効率的かつ効果的な
方法を企画していきたいと考えています。

岩瀬西中
大
お お や ま

山 花
か り ん

凛 議員
岩瀬西中
篠
し の ざ き

﨑 創
そ う き

騎 議員

大和中
永
な が や ま

山 七
な な

菜 議員

桜川中
藤
ふ じ た

田 桐
と う ま

槙 議員
大和中
田
た ぐ ち

口 優
ゆ う し ん

心 議員

桜川中
岩
い わ み

見 徹
て っ ぺ い

平 議員
桜川中
笹
さ さ ざ わ

澤 絢
あ や な

奈 議員

大和中
中
な か じ ま

島 大
だ い き

稀 議員

特 集 中 学 生 議 会
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７
月
６
日
に
真
壁
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
桜

川
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
会
の
体
操
指
導
士
12
名

に
県
知
事
賞
な
ど
の
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
で
は
、
永
年
に

わ
た
り
地
域
住
民
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
の
普
及
活
動
に

貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

５
名
が
県
知
事
賞
、
１
名
が
県

保
健
福
祉
部
長
賞
、
６
名
が
健

康
プ
ラ
ザ
管
理
者
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

は
、
高
齢
者
が
尊
厳
を
も
っ
て

生
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
考
案
さ
れ
、
高
齢
者
の
日

常
生
活
に
必
要
な
身
体
機
能
の

保
持
や
閉
じ
こ
も
り
防
止
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
介

護
予
防
教
室
や
生
き
い
き
サ
ロ

ン
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
市
内
の
高
齢
者

へ
の
介
護
予
防
に
大
い
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
26
日
か
ら
７
月
25
日
に
か

け
て
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
、
農
業
委
員
会
事

務
局
が
連
携
し
て
、
市
内
の
農
地

に
対
し
て
違
反
転
用
や
無
許
可
の

農
地
改
良
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
を
目
的
と
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
（
農
地
の
利
用
状
況
調
査
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
農
地
面
積
は
、
５，
１

７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
う
ち
遊
休

農
地
面
積
は
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

全
農
地
の
０
．
４
％
と
な
っ
て
お

り
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
農
地
パ

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
1212
名
が
名
が

��
県
知
事
賞
な
ど
の
感
謝
状
を
受
賞

県
知
事
賞
な
ど
の
感
謝
状
を
受
賞

伝達式に出席した桜川市シルバーリハビリ体操指導士会の皆さん

農地パトロールを行い、遊休農地を確認

タブレットを活用し、効率的にパトロールを
実施

寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付

桜
川
市
消
防
団
（
金か

ね
こ子
隆た

か
ひ
こ彦
団

長
）
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文

化
の
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
２
万
５，
５
９
０
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

大塚市長に寄付金を手渡す金子団長（右）

ト
ロ
ー
ル
の
正
確
性
の
向
上
や
効

率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
所
有
者
に
対

し
て
「
利
用
意
向
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期
的
に
実

施
し
て
、
農
地
が
適
正
に
利
用
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
監
視
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
先
／
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１

１
１
代
表
）

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６-

73-

４
５
１
１
直

通
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
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■問合先  秘書広報課■問合先  秘書広報課 58-5111・75-3111 内線126858-5111・75-3111 内線1268

■サイズ　1枠 45mm×85mm、2枠 45mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000円、2枠 20,000円
（月額） ※連続掲載で割引制度があります。
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7月30日 6月27日

　

桃
山
学
園
の
ふ
る
さ
と
真
壁
探

検
隊
が
、
つ
く
ば
渓
流
会
（
小こ

ば
や
し林

茂し
げ
る

会
長
）
の
協
力
の
も
と
、
筑

波
山
か
ら
流
れ
る
渓
流
で
水
辺
の

生
き
物
の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
校
の
総
合
的
な
学

習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
豊
か

な
自
然
を
学
ぶ
と
い
う
目
的
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
、
初
め
て
見
る
ツ
ク
バ

ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
目
を

輝
か
せ
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
岩
瀬
駅
前
通
り
を
中
心

に
、
岩
瀬
駅
前
夏
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
昭
和

20
年
代
後
半
に
岩
瀬
東
区
・
西
区
、

犬
田
地
区
で
子
ど
も
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

過
去
３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
中
止
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
神
輿
と

山
車
が
通
り
を
賑
や
か
に
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
行
わ
れ

た
第
55
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車

全
国
大
会
に
、
県
大
会
で
優
勝
し

た
桃
山
学
園
が
茨
城
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
１
チ
ー
ム
４
人

組
で
交
通
規
則
な
ど
の
学
科
テ
ス

ト
と
、
実
技
テ
ス
ト
の
成
績
で
競

う
も
の
で
、
当
日
は
全
国
か
ら
44

チ
ー
ム
が
出
場
。
上
位
入
賞
は
果

た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
持
て
る

力
を
十
分
発
揮
し
た
大
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

約
４
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
真
壁

祇
園
祭
が
開
催
さ
れ
、
真
壁
の
伝
統

的
な
町
並
み
に
６
年
ぶ
り
に
４
台
の

山
車
が
揃
い
、
若
衆
た
ち
が
勇
壮
に

引
き
廻
し
ま
し
た
。

　

23
日
に
五
所
駒
瀧
神
社
を
神
輿
行

列
が
出
発
し
、
24
日
か
ら
は
高
上

町
・
仲
町
・
新
宿
町
・
上
宿
町
の
若

衆
た
ち
に
よ
る
山
車
の
引
き
廻
し
が

行
わ
れ
、
26
日
の
神
輿
還
御
に
よ
り

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

祇
園
祭
に
は
例
年
以
上
に
観
光
客

も
訪
れ
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト

ラ
ス
」
で
、
桜
川
市
人
権
教
育
推
進

委
員
会
な
ど
が
主
催
の
人
権
教
育
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、嵯さ

が

ね
峨
根
望の

ぞ
むさ
ん（
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
）
か
ら
、

ご
自
身
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
障

が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て
、
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
学
ん
だ
こ
と
を

職
場
で
も
い
か
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

下
宿
通
り（
真
壁
町
真
壁
地
区
）

で
「
ま
か
べ
日
和
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

シ
ョ
ッ
プ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
が
出
店
し
、

普
段
は
静
か
な
下
宿
通
り
が
多
く

の
来
訪
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、七
夕
を
兼
ね
た
今
回
は
、

通
り
に
設
置
さ
れ
た
笹
の
葉
に
、

願
い
を
込
め
た
短
冊
を
結
び
、
真

壁
の
町
並
み
が
鮮
や
か
に
彩
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
第
16
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
が
さ

い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
、
真
壁
町

下
谷
貝
地
区
の
蜷に

な
か
わ川
茉ま

な奈
さ
ん

（
桜
川
中
１
年
）
が
女
子
中
学
生

の
部
41
㎏
以
下
級
に
出
場
し
、
見

事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
は
、
将
来
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
育
成
を
目
的
に
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
で
あ
り
、
更
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
春
季
・
特
別
善
行
表

彰
式
（
日
本
善
行
会
主
催
）
で
、

大お
お
つ
か塚
陸り

く
と斗
さ
ん
（
岩
瀬
日
大
高
校
１

年
）
が
、春
季
善
行
表
彰
を
受
賞
し
、

大
塚
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

下
校
途
中
に
発
見
し
た
火
災
の
迅

速
な
初
期
消
火
活
動
に
努
め
た
こ
と

で
、
緊
急
時
貢
献
表
彰
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
塚
さ
ん
は
「
地
域
に
役
立
て
、

表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
素
直
に
嬉
し
い
」
と
喜
び
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

7月22日~23日8月3日

7月8日8月1日

8月9日 7月23日~26日

蜷
川
茉
奈
さ
ん
（
桜
川
中
１
年
）
が�

�

ジ
ュ
ニ
ア
テ
コ
ン
ド
ー
全
国
大
会
で
準
優
勝

大
塚
陸
斗
さ
ん（
岩
瀬
日
大
高
校
１
年
）が�

�

春
季
善
行
表
彰
を
受
賞

桃
山
学
園
が�

�

交
通
安
全
子
供
自
転
車
全
国
大
会
に
出
場

華
や
か
に
飾
ら
れ
た
山
車
が�

�

五
町
内
を
練
り
廻
る
真
壁
祇
園
祭

七
夕
飾
り
が
町
を
彩
る�

�

第
23
回
「
ま
か
べ
日
和
」
が
開
催

ふ
る
さ
と
真
壁
探
検
隊
が�

�

貴
重
な
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
観
察

神
輿
と
山
車
で
盛
り
上
が
る�

�

４
年
ぶ
り
の
岩
瀬
駅
前
夏
祭
り

令
和
５
年
度
桜
川
市
人
権
教
育
講
演
会

自身の経験談を話す嵯峨根さん

見事な成績を収めた蜷川さん

全国大会で健闘した桃山学園自転車部の皆さん

ツクバハコネサンショウウオを観察する児童たち 七夕飾りで彩られた下宿通り

６年ぶりに出揃った４台の山車 岩瀬駅前通りを練り歩く神輿

大塚市長を表敬訪問する大塚陸斗さん



糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

認証番号 ISA IS 0213

事務所・工場 ☎ 0296-54-2626
つくば事務所 ☎ 029-877-1331
　 　 　 U R L https://digi-pri.com
ISO・Pマーク認証取得までお手伝いします

未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を
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意見を述べる市政モニター

対話形式で行われた会議

富谷山公園から望む関東平野

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
一
つ
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
筑
波
山
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
石
岡
市
・
笠
間

市
・
つ
く
ば
市
・
桜
川
市
・
土
浦

市
・
か
す
み
が
う
ら
市
の
６
市
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

域
は
、
日
本
百
名
山
の
一
つ
で
あ

る
筑
波
山
、
国
内
第
２
位
の
湖
面

積
を
誇
る
霞
ヶ
浦
、
日
本
最
大
の

平
野
で
あ
る
関
東
平
野
な
ど
の
見

ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

一
都
六
県
に
ま
た
が
る
日
本
一
広

い
平
野
「
関
東
平
野
」
の
成
り
立

ち
と
恵
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
農
業
王
国
」
茨
城
を
支
え
る

豊
か
な
平
野
の
原
型
は
、
約
13
〜

12
万
年
前
海
底
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
代
は
暖
か
く
、
関
東
平
野

の
全
域
が
海
に
覆
わ
れ
、
海
底
で

平
ら
な
地
形
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
球
が
寒
く
な
る

と
、
平
ら
に
な
っ
た
海
底
が
地
上

に
現
れ
ま
し
た
。

　

平
ら
な
地
形
の
上
に
は
、
関
東

近
辺
の
火
山
か
ら
噴
出
し
た
火
山

　

７
月
12
日
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
で
、
市
政

モ
ニ
タ
ー
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
市
で
は
、
市
政
へ
の
既
成
の

概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
で
清

新
な
意
見
を
聴
く
た
め
に
、
同
モ

ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
モ

ニ
タ
ー
は
、
公
募
の
ほ
か
地
区
の

推
薦
を
受
け
た
方
か
ら
市
内
在
住

な
ど
の
要
件
に
合
う
方
を
選
定

し
、
市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

今
年
は
20
代
か
ら
70
代
の
男
女

計
26
名
の
方
が
市
政
モ
ニ
タ
ー
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

灰
が
積
も
る
ほ
か
、
降
水
や
川
の

流
れ
な
ど
に
よ
っ
て
大
地
が
削

れ
、
現
在
の
関
東
平
野
の
姿
に
な

り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
で
き
た
関

東
平
野
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
様
々
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
き

ま
し
た
。
川
の
周
り
の
低
い
土
地

で
は
米
作
り
が
行
わ
れ
、
川
か
ら

離
れ
た
台
地
で
は
蕎
麦
や
麦
、
ス

イ
カ
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雄
大
に
広
が
る
関
東
平
野
は
、

富
谷
山
公
園
か
ら
一
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
地
の
息
吹
を
感

じ
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

か
つ
て

か
つ
て
海
の
底

海
の
底
だ
っ
た
！

だ
っ
た
！

��

関
東
平
野
の
成
り
立
ち
と
恵
み

関
東
平
野
の
成
り
立
ち
と
恵
み

��

市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
開
催

市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
開
催

筑
波
山
地

筑
波
山
地
域域
ジジ
オオ
パパ
ーー
クク
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　

委
嘱
後
に
対
話
形
式
で
行
わ
れ

た
会
議
で
は
、
大
塚
市
長
を
は
じ

め
、
石
川
副
市
長
、
稲
川
教
育
長

ほ
か
各
部
局
長
と
モ
ニ
タ
ー
が
直

接
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、
学
校
の
統

合
な
ど
の
教
育
分
野
、
バ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
交
通
整
備
、
人

口
減
少
対
策
や
太
陽
光
に
関
す
る

話
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
提
案
さ
れ
た
意
見
を
受

け
と
め
、
市
政
へ
の
反
映
を
検
討

し
、今
後
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
意
見
を
市
政
に
届
け
る

市
民
の
意
見
を
市
政
に
届
け
る
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取り組み内容を説明

大会テーマ募集フォーム

大塚市長（左上）・石塚校長（右上）
と記念撮影を行う生徒の皆さん

　

大
塚
市
長
が
真
壁
高
校
を
訪
問

し
、
石い

し
つ
か
ゆ
き
み
つ

塚
幸
光
校
長
や
生
徒
の
皆

さ
ん
と
、
現
在
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
生
徒
か
ら
、
世
界
的
な

農
作
物
の
国
際
認
証
規
格
で
あ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得

し
た
こ
と
で
、
昨
年
度
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
マ
レ
ー
シ
ア

へ
、
イ
チ
ゴ
を
台
湾
へ
輸
出
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

vol.33

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１　

内
線
１
３
２
１
・１
３
２
２
）

「
２
０
２
４
全
国
さ
く
ら

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
桜
川
」

を
開
催

真
壁
高
校
が
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の

�
返
礼
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ま
し
た
。

　
「
輸
出
を
実
現
す
る
ま
で
の
困

難
や
、実
現
し
た
際
の
達
成
感
は
、

高
校
生
活
で
貴
重
な
体
験
に
な
り

ま
し
た
」
と
語
る
生
徒
の
表
情
は

充
実
感
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
手

作
り
し
て
い
る
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
や

味
噌
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
、
素
材
の
味
を
活

か
し
た
ジ
ャ
ム
や
、
茨
城
県
産
の

米
や
大
豆
を
使
っ
た
味
噌
な
ど
の

加
工
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
自
信
を
持
っ
て
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
手
作
り
味
噌
を
洋
菓

子
「
フ
ロ
ラ
ン
タ
ン
」
に
使
用
す

る
試
み
へ
の
想
い
が
県
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
の
意
見
発
表
会

で
高
い
評
価
を
受
け
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
８
月
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
る
関
東
大
会
へ
出
場
す
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
真
壁
高
校
は
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
に
出
品
す

る
予
定
で
す
。
石
塚
校
長
は
「
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
一
環
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返

礼
品
出
品
に
挑
戦
し
、
ま
ず
は
味

噌
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
す
。
地

元
の
素
材
を
活
か
し
た
本
校
の
商

品
を
多
く
の
方
に
届
け
、
桜
川
市

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
樹

勢
回
復
や
特
産
品
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
地

域
に
根
差
し
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
真
壁
高
校
の
新
た
な
挑
戦

は
、
地
域
に
明
る
い
話
題
を
も
た

ら
し
、
市
を
元
気
に
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
真
壁
高
校
へ
の
応
援
を

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
全
国
に
あ
る
桜
の
名
所
を
持

つ
自
治
体
で
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
、
桜
の
名
所
の
修
景
や

利
用
の
あ
り
方
、
保
全
技
術
な
ど

を
テ
ー
マ
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
４
年
は
、
国
指
定
名
勝

「
櫻
川
」
指
定
１
０
０
周
年
、
国

指
定
天
然
記
念
物
「
桜
川
の
サ
ク

ラ
」
指
定
50
周
年
を
迎
え
る
、
記

念
す
べ
き
年
に
桜
川
市
で
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
機

に
、市
の
さ
ら
な
る
観
光
振
興
と
、

地
域
の
財
産
で
あ
る
桜
の
保
全
に

関
す
る
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、実
行
委
員
会
で
は
現
在
、

大
会
テ
ー
マ
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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月分

《問合先》健康推進課
 ☎ ０２９６－７５－３１５９（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

新卒・キャリア社員募集中
【問い合わせ】

〒309-1297　茨城県桜川市高森1158
TEL：0296-58-5161
FAX：0296-58-5722

2024卒の方は、
マイナビ2024から▼

キャリア採用ご希望の方は、お電話
またはホームページより▼

「ばね」と「鉄道」の技術で、未来へ進む
Pushing Forward toward the Future with Our Spring and Rail Technologies

1011 さくらがわ　2023.9.1 さくらがわ　2023.9.1
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健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
看
護
師
、
助
産
師
、

管
理
栄
養
士
が
、
個
別
で
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
１
人
30
分
程
度

・ 

日
時
／
10
月
13
日
（
金
）、
24

日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

・
会
場

◇
乳
幼
児
相
談
の
方
／
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く

ら
っ
こ
」（
岩
瀬
庁
舎
内
）

◇
乳
幼
児
相
談
以
外
の
方
／
健
康

推
進
課

■
９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す

　

ス
ト
レ
ス
社
会
を
生
き
る
現
代

人
は
、
誰
も
が
こ
こ
ろ
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
早
め
に

相
談
機
関
へ
相
談
し
た
り
、
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・
茨
城
い
の
ち
の
電
話

つ
く
ば
（
☎
０
２
９‐８
５
５‐

１
０
０
０
）、
水
戸
（
☎
０
２
９

‐３
５
０‐１
０
０
０
）
毎
日
24

時
間
対
応

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
の
個
別
相

談
を
精
神
科
医
師
が
お
受
け
し
ま

す
。

・ 

日
時
／
10
月
19
日
（
木
）
14
時

～
15
時
30
分
（
１
人
30
分
程
度
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

親
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
相
談
（
要
予
約
）

　

市
で
は
、
子
育
て
へ
の
不
安
や

悩
み
、
困
り
ご
と
が
あ
る
方
に
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・ 

日
時
／
10
月
26
日
（
木
）
①
10

時
～
11
時
、
②
11
時
～
12
時

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

コ
ロ
ナ
禍
も
５
月
か
ら
分
類
が

変
わ
り
、
約
３
年
に
及
ん
だ
多
く

の
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
、
行
事

も
再
開
さ
れ
て
日
常
が
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の
３
年
余
り
、
厳

し
い
状
況
の
な
か
、
眼
科
で
は
病

院
診
療
や
入
院
手
術
を
、
延
べ

１，
０
０
０
件
以
上
行
い
ま
し
た
。

 

見
え
に
く
さ
は  

  

年
齢
の
せ
い
で
は
な
い 

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で

眼
科
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、こ
の
地
域
の
患
者
さ
ん
に
は
、

見
え
に
く
く
な
っ
て
も
歳
の
せ

い
、
も
し
く
は
生
ま
れ
つ
き
目
が

悪
い
か
ら
仕
方
な
い
と
思
わ
れ
て

い
る
方
が
多
く
「
視
力
が
悪
く

な
っ
て
い
る
の
は
歳
の
せ
い
で
も
、

生
ま
れ
つ
き
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

と
お
話
し
す
る
と
、
驚
か
れ
る
患

者
さ
ん
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
毎
月
、
内
科
や
か
か
り

つ
け
医
に
は
受
診
し
て
い
る
の

に
、
眼
科
の
定
期
受
診
は
し
て
い

な
い
と
い
う
患
者
さ
ん
が
多
い
の

も
こ
の
地
域
の
特
徴
の
よ
う
で

す
。

　

現
在
、
桜
川
市
の
人
口
は
約

3
万
7
千
人
、
そ
の
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
35
％
で
す
。
65
歳

以
上
の
方
の
多
く
は
目
の
病
気
が

あ
り
、
80
歳
以
上
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
の
方
に
白
内
障
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、

40
代
、
50
代
で
あ
っ
て
も
、
極
端

な
近
視
や
老
眼
の
あ
る
方
で
緑
内

障
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
の
に

気
が
付
か
ず
に
い
る
患
者
さ
ん
も

多
く
い
ま
す
。

 

早
め
の
受
診
が  

 
 

生
活
の
質
を
保
つ 

　

目
の
病
気
の
多
く
は
、
初
め
の

う
ち
は
自
覚
症
状
に
乏
し
い
た
め

気
づ
き
に
く
く
、
見
え
に
く
さ
に

気
づ
い
た
と
き
に
は
す
で
に
重
症

化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

長
生
き
し
て
も
目
が
見
え
な
け
れ

ば
運
転
も
で
き
な
く
な
り
ま
す

し
、
生
活
の
質
も
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

白
内
障
手
術
に
よ
っ
て
交
通
事

故
や
癌が

ん

、
心
疾
患
に
よ
る
死
亡
率

を
下
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
認
知

症
の
予
防
に
も
な
る
こ
と
は
大
規

模
調
査
に
よ
る
論
文
で
も
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
で
あ
れ
ば
手
術
の
リ
ス

ク
、
疼と

う
つ
う痛
、
回
復
に
要
す
る
時
間
、

全
て
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
早

期
に
発
見
し
て
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
目
が

本
当
に
悪
く
な
っ
て
い
な
い
の

か
、
病
気
な
の
か
年
齢
に
よ
る
も

の
な
の
か
、
治
る
の
か
治
ら
な
い

の
か
、確
認
す
る
た
め
に
も
一
度
、

眼
科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

私
は
生
活
の
質
を
保
ち
な
が
ら

長
生
き
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

眼
科
の
地
域
医
療
の
役
目
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

安
心
し
て
眼
科
を  

 
 

受
診
し
て
く
だ
さ
い 

　

当
院
で
は
複
数
の
医
師
に
よ
る

チ
ー
ム
医
療
制
を
導
入
し
て
お

り
、
再
診
の
予
約
は
医
師
の
専
門

に
応
じ
て
取
っ
て
い
た
だ
く
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

医
師
に
最
初
に
診
て
も
ら
っ
た
と

し
て
も
、
手
術
が
必
要
な
患
者
さ

ん
の
相
談
は
私
が
必
ず
お
会
い
し

ま
す
。
手
術
の
必
要
性
や
問
題
点

を
ご
説
明
し
た
う
え
で
、
手
術
を

ご
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
日
程

を
決
め
る
、
と
い
う
流
れ
に
な
り

ま
す
。

　

当
院
で
は
、
昨
年
度
、
最
新
の

白
内
障
手
術
機
器
を
導
入
し
て
お

り
、
よ
ほ
ど
の
重
症
で
な
い
限
り

は
当
院
で
手
術
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
白
内
障
手
術
は
、
基
本
１

泊
２
日
の
入
院
で
対
応
し
て
お
り

ま
す
が
、
現
在
、
３
か
月
ほ
ど
手

術
を
お
待
ち
の
患
者
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
手
術
相
談
を

希
望
の
際
は
、
な
る
べ
く
ご
家
族

同
伴
に
て
早
め
の
ご
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

10
月
１
日
（
日
）
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
国
玉
２
５
１
３‐12

☎
０
２
９
６‐58‐７
７
８
８

10
月
８
日
（
日
）
吉
原
医
院

明
日
香
２‐31

☎
０
２
９
６‐75‐１
１
７
７

10
月
９
日
（
月
）
仁
保
内
科
医
院

真
壁
町
真
壁
４
２
５

☎
０
２
９
６‐23‐８
０
８
８

10
月
15
日
（
日
）
上
の
原
病
院

上
野
原
地
新
田
１
５
９‐２

☎
０
２
９
６‐75‐３
１
３
０

10
月
22
日
（
日
）
内
科
宮
本
医
院

真
壁
町
古
城
２
２
９‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
１
０
１

10
月
29
日
（
日
）
平
島
医
院

岩
瀬
１
９
８

☎
０
２
９
６‐75‐２
５
１
０

※�

密
集
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

日
　
　
程

対
　
　
象

会
　
　
場

５
歳
児
健
康
相
談

10
月
10
日
（
火
）
平
成
30
年
９
月
1
日
～
10
月
10
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
診

10
月
12
日
（
木
）
令
和
２
年
４
月
20
日
～
５
月
24
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
６
か
月
児
健
診

10
月
25
日
（
水
）
令
和
４
年
３
月
４
日
～
４
月
18
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
歳
児
健
康
相
談

10
月
26
日
（
木
）
令
和
３
年
５
月
13
日
～
６
月
16
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

さくらがわ地域医療センター眼科統括医／今井康久

　今月号では、さくらがわ地域医療センター眼科統括医である今
い ま い

井康
やすひさ

久医師が目の病気
について、その予防法や健康に過ごすための知識などのお役立ち情報をお届けします。

 眼科受診のススメ 



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

稲川優子税理士事務所
桜川市真壁町桜井765-2

～安心と笑顔を未来へつなぐ～

☏0296ｰ54ｰ1540
HP https://ina-tax.tkcnf.com/

リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護
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健
康
福
祉

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
支
給

■
対
象
／
９
月
１
日
現
在
、
市
内

に
住
所
を
有
し
、
茨
城
県
か
ら
指

定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

※�

生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

け
て
い
る
方
を
除
く

■
手
当
額
／
一
万
円
（
年
額
）

■
必
要
書
類
な
ど

①�

難
病
患
者
福
祉
手
当
認
定
申
請

書
※�

社
会
福
祉
課
（
岩
瀬
庁
舎
）、

総
合
窓
口
課
（
大
和
・
真
壁
庁

舎
）
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※�

対
象
が
未
成
年
の
場
合
は
、
保

護
者
の
身
分
証
が
必
要

②�

支
払
先
金
融
機
関
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
ま
た
は

カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

③�

９
月
１
日
現
在
、
有
効
な
指
定

難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証

■
受
付
期
間
／
９
月
１
日
（
金
）

～
29
日
（
金
）

※
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可

■
申
込
先
／
社
会
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
２
６
直

通
）

●

●

●

●

●

家
族
介
護
支
援
事
業�

�

救
急
講
習
会

救
急
入
門
コ
ー
ス

　

家
族
の
急
変
時
に
落
ち
着
い
て

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
人
工
呼
吸

や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
な
ど

を
消
防
隊
員
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
４
日
（
水
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
市
内
で
在
宅
介
護
を
し

て
い
る
方
、
介
護
分
野
に
興
味
の

あ
る
方

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
９
月
25
日
（
月
）

■
そ
の
他
／
動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
北

部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
桜

川
市
社
会
福
祉
協
議
会�

☎

０
２
９
６‐70‐４
４
１
０
）

お
知
ら
せ

高
齢
者
を
狙
う�

�

悪
質
商
法
に
ご
用
心

　

高
齢
者
の
悪
質
商
法
や
ニ
セ
電

話
詐
欺
の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
周
り
の
方
の
見
守
り
や
声
か

け
で
、
被
害
か
ら
高
齢
者
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
身
近

な
人
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

市
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例

・�

市
役
所
を
名
乗
る
人
か
ら
、
保

険
料
の
過
払
い
が
あ
る
と
電
話

が
あ
っ
た
。

・�

身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
自
宅

に
届
い
た
。

・�

古
着
の
訪
問
買
取
を
依
頼
し
た

が
、
当
日
、
貴
金
属
は
な
い
か

と
し
つ
こ
く
迫
ら
れ
た
。

■
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
16
時

■
問
合
先
／
桜
川
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６‐
75‐

６
３
０
０
）

●

●

●

●

●

筑
波
高
原
キ
ャ
ン
プ
場�

�

特
別
営
業

　

茨
城
Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
と
し
て
、

筑
波
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
の
特
別
営

業
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
筑
波
山
中
腹
５
０
０
ｍ
の
眺

望
か
ら
紅
葉
す
る
山
並
み
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
と
は
／
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
と
自
治
体
な
ど
が
一
体
と

■
内
容
／
灯
り
の
展
示
、
限
定
ご

朱
印
の
頒
布
、
お
月
見
茶
会
、
音

楽
ラ
イ
ブ
、
真
壁
楽
市
な
ど

手
作
り
行
灯
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
日
時
／
９
月
16
日（
土
）10
時
～

■
会
場
／
旧
高
久
家
住
宅
（
桜
川

市
真
壁
町
真
壁
1
９
１
）

■
参
加
費
／
３
０
０
円
（
材
料
費

込
）

■
そ
の
他
／
制
作
し
た
行
灯
は

十
三
夜
祭
で
展
示
。

■
問
合
先
／
ま
か
べ
♥
街
灯
り

十
三
夜
祭
実
行
委
員
会�

村む
ら
か
み上（
☎

０
２
９
６‐55‐３
１
６
０
）

募

集

出
会
い
イ
ベ
ン
ト�

�

桜
川
を
歩
こ
う

　

市
役
所
岩
瀬
庁
舎
か
ら
出
発
し

「
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
」
の
紅
葉

を
楽
し
み
な
が
ら
雨
引
観
音
へ
と

歩
き
、
親
睦
を
深
め
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
15
日
（
日
）
９
時

～
15
時
※
雨
天
中
止

■
集
合
場
所
／
市
役
所
岩
瀬
庁
舎

■
募
集
人
数
／
25
歳
～
40
歳
の
独

身
男
女
各
５
名
程
度
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
／
男
性
３，
０
０
０
円
、

女
性
１，
０
０
０
円
（
昼
食
を
含

む
）

な
っ
て
観
光
活
性
化
を
目
的
と
す

る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

■
特
別
営
業
期
間
／
10
月
１
日

（
日
）
～
11
月
30
日
（
木
）

※�

金
・
土
・
日
曜
、
祝
日
の
み
の

営
業

■
予
約
方
法
／
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
キ
ャ
ン
プ

場
予
約
サ
イ
ト
か
ら
予

約■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６‐55‐１
１
５
９
直

通
）

●

●

●

●

●

ま
か
べ
♥
街
灯
り
十
三
夜
祭

■
日
時
／
10
月
７
日
（
土
）
14
時

～
19
時
（
小
雨
決
行
・
荒
天
順
延
）

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館
お
よ
び
神

社
境
内
・
周
辺
商
店
街

　

茨
城
県
で
は
、毎
年
９
月
を「
認

知
症
を
知
る
月
間
」
と
し
て
、
認

知
症
の
早
期
発
見
や
予
防
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
病
気
で
す
。
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
適
切
な
対
応
を
学
ぶ
こ

と
で
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
、
対
応
方

法
な
ど
を
講
話
と
寸
劇
か
ら
学
び

ま
す
。

■
日
時
／
10
月
13
日
（
金
）
13
時

30
分
～
15
時

■
会
場
／
市
役
所
岩
瀬
庁
舎

■
定
員
／
30
名
程
度
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
10
月
10
日
（
火
）

■
申
込
方
法
／
電
話

■
申
込
先
／
高
齢
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）

地
域
の
力
で�

�

認
知
症
の
方
を
見
守
ろ
う

●
み
ま
も
り
シ
ー
ル
の
配
布

　

認
知
症
の
方
が
、
外
出
中
に
行

方
不
明
に
な
っ
た
際
に
、
み
ま
も

り
シ
ー
ル
を
身
の
周
り
の
物
に
つ

け
て
お
く
こ
と
で
、
発
見
者
が
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
家
族
な

ど
に
情
報
が
届
く
シ
ス
テ
ム
で

す
。
申
請
後
、即
日
発
行
し
ま
す
。

認
知
症
ご
本
人・ご
家
族
参
加
型

●
認
知
症
カ
フ
ェ�

�

「
ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
」

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、

地
域
の
方
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
し
て
交
流
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
認
知
症
ケ
ア
上
級
専

門
士
が
認
知
症
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
で
、
認

知
症
ま
た
は
認
知
症
の
疑
い
が
あ

り
対
応
な
ど
に
お
困
り
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く
！

申
込
期
限
は
９
月
30
日（
土
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の 

申
し
込
み
は 

お
早
め
に

●�

ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
に
は
、

２
月
28
日
ま
で
に
申
請
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
市
役
所
か
ら
届
い
た
交
付

通
知
書
を
確
認
し
、
電
話
予
約

の
う
え
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
間
際
に
は
、
窓
口
が

混
雑
し
ま
す
。

●�

申
込
期
限
よ
り
も
早
く
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
を
締
め

切
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
支
援
／
市
役
所
各
庁
舎

で
、
９
月
29
日
（
金
）
ま
で
の
平

日
の
み
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
／
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
4
桁

の
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
暗

証
番
号
、
申
し
込
む
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
、
公
金
受
取
口
座
の
登

録
を
行
う
方
は
通
帳
な

ど
口
座
番
号
が
分
か
る

も
の
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

９
月
は「「
茨
城
県
認
知
症
を
知
る
月
間
」

茨
城
県
認
知
症
を
知
る
月
間
」

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎
０
２
９
６‐73‐４
５
１
１
直
通
）

みまもりシール
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●

●

●

●

●

納
期
限
／
10
月
２
日（
月
）

国
民
健
康
保
険
税�

３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

３
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

９
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

■
申
込
方
法
／
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
９
月
29

日
（
金
）

■
そ
の
他
／
山
歩
き
が
で
き
る
服

装
、飲
み
物
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

●

●

●

●

●

親
子
で
料
理
教
室

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
料
理
を
通

じ
て
、
作
る
楽
し
さ
や
食
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
10
月
21
日
（
土
）
９
時

～
12
時

■
会
場
／
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

■
持
ち
物
／
マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、持
ち
帰
り
用
保
存
容
器
、

子
ど
も
用
上
履
き
な
ど

■
参
加
費
／
無
料

■
対
象
／
市
内
の
小
・
義
務
教
育

学
校
４
～
６
年
生
の
親
子
８
組

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
募
集
期
間
／
９
月
１
日
（
金
）

～
10
月
１
日
（
日
）
ま
で

■
申
込
方
法
／
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

■
問
合
先
／
生
活
環
境

課
（
☎
58‐
５
１
１
１
・
75‐

参
加
費
と
共
に
申
し
込
み

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
不
可

■
問
合
先
／
桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内

☎
０
２
９
６‐75‐６
６
０
０
）

●

●

●

●

●

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ�

�

イ
ベ
ン
ト
参
加
者

「
楽
楽
朗
読
」
講
座

■
日
時
／
10
月
～
令
和
６
年
３
月

ま
で
の
毎
月
第
４
日
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
（
全
６
回
）

■
会
場
／
真
壁
社
会
体
育
研
修
セ

ン
タ
ー

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
会
員
３，
０
０
０
円

非
会
員
６，
０
０
０
円
（
申
込
時

納
入
）

■
申
込
期
間
／
９
月
22
日
（
金
）

～
10
月
７
日
（
土
）

■
申
込
方
法
／
真
壁
体
育
館
に
用

意
さ
れ
て
い
る
申
込
用
紙
に
記
入

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
ス
マ

イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎
０
９
０

‐６
７
９
３‐２
０
１
６
）、
真

壁
体
育
館
（
☎
０
２
９
６‐54‐

０
７
５
３
）

３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
桜
川

　

歩
き
な
が
ら
楽
し
く
健
康
づ
く

り
を
実
践
し
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
／
10
月
８
日
（
日
）

※
荒
天
中
止
、
態
度
決
定
６
時

■
バ
ス
乗
車
場
所
／
出
発
時
間

【
岩
瀬
地
区
】

・
岩
瀬
温
水
プ
ー
ル
／
７
時

【
大
和
地
区
】

・
市
役
所
大
和
庁
舎
／
７
時

【
真
壁
地
区
】

・
市
役
所
真
壁
庁
舎
／
７
時

■
コ
ー
ス
／
横
根
高
原
（
栃
木
県

鹿
沼
市
）

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
で
、
小
・
義
務
教
育
学
校
４
年

生
以
上
の
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

※�

足
元
が
悪
い
と
こ
ろ
を
歩
き
ま

す
。

※�

小
・
義
務
教
育
学
校
生
（
前
期

課
程
）
は
、
保
護
者
同
伴

■
携
行
品
／
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

防
寒
具
、
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ

ル
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

■
定
員
／
60
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
１，
０
０
０
円
（
保

険
代
を
含
む
）

■
申
込
期
限
／
９
月
22
日
（
金
）

■
申
込
方
法
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」、
ま
た
は
真
壁
体
育
館
へ

無
料
相
談

無
料
法
律
相
談

　

財
産
・
相
続
・
借
地
・
金
銭
貸

借
契
約
・
離
婚
問
題
な
ど
、
法
律

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
27
日
（
水
）
10
時

～
12
時

■
予
約
開
始
／
９
月
19
日
（
火
）

９
時
～

■
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
先
着
５

名
（
１
人
20
分
程
度
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
９
６‐

70‐４
４
１
０
）
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俳
　
句

【
茂
山
俳
句
会
】�

※
兼
題
（
緑
蔭
・
老
鶯
・
百
日
草
）

緑
蔭
に
ひ
と
り
包
ま
れ
ひ
と
り
か
な

�
三
村�
邦
彦

緑
蔭
に
小
さ
き
円
墳
ら
し
き
も
の

�

深
谷�

誠
一

緑
蔭
に
水
得
し
如
く
風
の
馳
走

�

海
老
澤�

幸
子

緑
蔭
に
来
て
一
瞬
の
真
暗
が
り

�

岩
淵�

の
ぶ
子

緑
蔭
に
入
り
て
安
堵
の
車
椅
子

�

海
老
沢�

静
夫

老
鶯
や
緑
揺
が
す
離
愁
の
声

�

金
子�

弘
毅

残
鶯
や
夕
餉
の
膳
に
味
を
添
へ

�

植
竹�

ふ
み

旧
友
の
後
便
い
つ
か
百
日
草

�

君
島�

真
理
子

愚
直
な
る
父
に
供
へ
し
百
日
草

�

渡
部�

千
恵
子

生
生
と
我
が
家
取
り
巻
く
大
青
田

�

酒
寄�

誠

冷
酒
に
可
成
効
き
し
や
一
年
忌

�

相
田�

ひ
ろ
し

百
日
紅
天
を
睨に

ら

め
る
鬼
瓦
�

宮
本�

立
男

【
岩
瀬
俳
句
会
】

百
合
活
け
て
残
る
命
の
句
を
つ
づ
る

�

細
谷�
充
女

物
忘
れ
忘
れ
て
猛
暑
に
立
ち
向
か
う

�

入
山�

比
呂
子

老
鶯
の
震
わ
せ
ゆ
き
し
山
一
つ

�

渡
部�

千
恵
子

【
一
般
投
稿
】

夫
愛
で
し
プ
ラ
ム
豊
作
妻
も
食
む

�

長
堀�

芳
江

夏な
つ

の
暮く

れ

ヒ
グ
ラ
シ
の
声
名な

ご
り残
か
な

�

長
堀�

勉

　
短
　
歌

【
一
般
投
稿
】

あ
じ
さ
い
に
競
い
て
咲
け
る
半は

ん
げ
し
ょ
う

夏
生
濡
れ
て

艶
め
く
こ
の
季と

き節
に
こ
そ

�

袖
山�

千
鶴
子
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楽楽
し
か
っ
た

し
か
っ
た

��

ど
ろ
ん
こ

ど
ろ
ん
こ
遊遊
びび

　

夏
を
た
っ
ぷ
り
感
じ
ら

れ
る
日
、
い
る
か
組
の
お

と
も
だ
ち
は
ど
ろ
ん
こ
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
水
や
砂
、
泥

の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
た

子
ど
も
達
で
し
た
が
、
次

第
に
お
と
も
だ
ち
と
の
関

わ
り
が
増
え
て
「
お
水
く

ん
で
く
る
ね
」「
一
緒
に

川
作
ろ
う
よ
」
と
協
力
し

合
い
な
が
ら
遊
ぶ
姿
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

涼
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
遊
ぶ
姿

に
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

�
■
問
合
先
／
地
域
開
発
課
（
☎
０
２
９
６-

58-

５
１
２
６
直
通
）

　

市
で
は
地
域
振
興
・
地
元
雇
用

拡
大
の
た
め
、
企
業
誘
致
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、

長
方
地
区
準
工
業
地
域
内
へ
の
企

業
誘
致
に
あ
た
り
、
日
計
商
事
株

式
会
社
（
栃
木
県
佐
野
市
）
か
ら

商
業
施
設
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
）
開
発
の
意
向
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
４
日
、
市
は
開
発
事
業
者

で
あ
る
日
計
商
事
株
式
会
社
お
よ

び
（
仮
称
）
桜
川
Ｓ
Ｃ
出
店
テ
ナ

ン
ト
連
絡
調
整
会
議
代
表
で
あ
る

株
式
会
社
ベ
イ
シ
ア
（
群
馬
県
前

橋
市
）
の
両
者
と
、
長
方
地
区
準

工
業
地
域
内
に
お
け
る
商
業
施
設

開
発
の
推
進
に
つ
い
て
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

締結式に参加した皆さん

（仮称）桜川 SC 完成予想図

　

こ
の
協
定
は
、
長
方
地
区
準
工

業
地
域
内
に
お
け
る
商
業
施
設
開

発
の
推
進
に
あ
た
り
、
地
域
振
興

お
よ
び
経
済
波
及
効
果
の
最
大
化

を
目
的
と
す
る
協
定
３
者
の
相
互

連
携
・
協
力
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
す
。

　

今
後
は
、
開
発
事
業
者
の
日
計

商
事
株
式
会
社
が
関
係
法
令
の
許

認
可
手
続
き
を
進
め
、
令
和
７
年

中
の
商
業
施
設
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
ま
す
。

「
長
方
地
区
Ｓ
Ｃ
開
発
の
推
進
に
関
す
る
協
定
書
」

�

締
結

星星のの宮幼保園宮幼保園
いるかいるか組組

幼保連携型幼保連携型
認定認定こどもこども園園
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